
　1日目 　2日目　　3日目　　4日目 　5日目 6日目 8日目 15日目

オビヌツズマブ 1000㎎

生理食塩液 210ｍL

Rp 2 グラニセトロン 3㎎/100mL 30分 点滴静注 ●

ビンクリスチン ※31.4mg/m2

生理食塩液 50mL

シクロホスファミド 750mg/m2 ●

生理食塩液 500ｍL 

Rp 5 プレドニゾロン 100mg 経口 ●※2 ● ● ● ● ●※4

総投与時間

2時間

※3…2mg/bodyを最大投与量とする。

※1…オビヌツズマブ投与速度：
サイクル1初回投与時…『12mL/h』から開始し、患者の状態を観察しながら30分毎に『12mL/h』ずつ最大96mL/hまで上げることができる。
サイクル1の2回目以降…前回の投与でGrade2以上のInfusion reactionが発現しなかった場合は『25mL/h』から開始し、Infusion reactionが認められな
い場合は30分毎に25mL/hずつ上げて100mL/hまで上げることができる。

点滴静注Rp 4

Rp 3

初発の濾胞性リンパ腫、進行期・高腫瘍量における標準治療のひとつ。オビヌツズマブ＋化学療法（CHOP、CVP、ベンダムスチン）はリツ
キシマブ＋化学療法と比べてRCTにおいてPFSの延長を示されており、特に併用化学療法のなかでCHOPやベンダムスチンを使用しづら
い高齢者などの症例においては毒性が軽減できる有用な治療選択肢と考えられる。

●※2 ●※2

1サイクル期間

総コース数

対象疾患・ステージ・適応外の有無
等

Rp 1 ※1

8コース

21日

時間 投与方法

濾胞性リンパ腫　進行期・高腫瘍量

投与量
投与スケジュール

●点滴静注

サイクル1の1日目：約4時間30分、サイクル1の8・15日目及びサイクル2以降の1日目：3時間15分、2日目：2時間40分

※2…サイクル1のみ投与

診療科

レジメン名称

治療内容

投与順 薬剤

G-CVP

血液内科 管理番号

10分 点滴静注 ●

※4…サイクル2以降で投与

本治療の位置づけ


